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陳旧性分裂病に出現した自己視体験の一例
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　優しく何裏にも熱中しやすい性格であつたという。

　　　　　序　　論　　　　　　　　　　　　　　　　　発病と経過

　自己視という体験は複雑でその定蓑も様々である。　　　昭和29年16才高校一年の時，今迄になく徹夜で勉強

例えばGruhleは「自己像の幻覚」と定義しM．　　する日が続いたある日「獺病になつた様に思う・死に

Mikorey及びCristockleyは「身体模図の障害か　　たいから毒薬を買うお金をくれ」といつたり・理由も

ら発展した妄想である」としている。K．　Jaspersは　　ないのに泣ぎだし，いっ迄も泣ぎ止まなかつたりする

決して単一な現象ではないと述べ「外界に自分の身体　　様になつたので某精神科を訪れた。そこで分裂病と診

を第二の身体として認める專で，それが知覚のことも　　断され外来で一年間電撃療法，特殊薬物療法等の治療

表象のことも妄想及び実体的覚性のこともある」とし　　　を受けた。症状は寛解したが象人が通学は不可能と考

ている。N．　Lukianowiczは自己視が単に幻覚とし　　えて退学させた。やがて本人の希望セ会社に勤務する

て知覚されるだけではないと述べ院体b像が視覚野　ことになつた・以後五年間通WJ・L・その間詩々一寸

に投射された褄雑な精神感覚的な幻覚である」と定義　　　沈み込んで私は不幸だと歎いて，母親に将来を悲観的

している。よく引用される例にはGoetheがフリー　　　に話す事以外は，会社に友人も出来て交際したり，よ

ドリケと別れを告げ，懊悩のうちにゼーソハイムから　　　く家事の手伝いもしたりし，当時病床にあつた父親の

ドルーゼソハイムに旅した時の体験がある。以下その　　　代りに家計の助けともなつた。

体験を引用する。　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和36年5月人が自分の顔ぼかりみるから嫌だとい

　「私の目でない心の眼で自分と同じ道を逆に馬で帰　　　つて欠勤し始め，人前であぐらを組むので注意する

ってくる自分をみた。その自分は私が今迄藩た事のな　　　と，そう命令されるからだと反抗したりした。

い蒲物を着ていた。この幻像をみて私は別れの瞬間の　　　　昭和36年9月母親を物差でなぐつて殺すといつて興

わずかな安らぎを感じた」。　　　　　　　　　　　　　奮したので，入院させようとしたが納得しなかつたの

　M．Mikoreyはこの例を心的蕩藤から生じた例と　　で家で薬だけを飲ませていた。昭和37年2月自分から

して引用しているが，自己視体験は異？た様々の原因　　　病院にゆかせてと言い某病院に入院させた。某病院入

で起りうるn　　　　　　　　　　　　　　　　　　院中患看が中国人の女の人がみえるとか，カツラマサ

　著者は今回，陳旧性分裂病患者に出現した自己視体　　　ノリという殺人犯がみえると言つたり，だれともわか

験と思われる例を観察する機会を得たので，発現様式』 @らない男や女の声が聞えると訴えたりしたという記載

の多様性を検討し考察を試みtE。　　　　　　　　　　　　がみられる。その病院を無断離院する菓が多くなつた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ので昭和37年6月当病院に転院した。

　　　　　　症　　例　　　　　　　　　，　　　　　　　入院時体格中等，肥り気味で身体的な異常所見は認

　　女25才　H．E，　　　一　　　　　　　　　　　められない。診断は陳旧性分裂病であるcr患者は衣服

　　家族歴及び病前性格　　　　　　　　　　　　　　　も汚れ髪も伸びたまXの姿で蓑情に乏しく，前こL’み

　家族歴では従兄一名に分裂病者があった。同胞五名　　になつて時々腿を高くあげて不自然な歩き方をしte

中第三子で他は健康である。　　　　’　　　　　　　　り，急に廊下を走ってあるいたりし，布団を破つて寝

　母親の述べる病前性格は，遠慮深く肉親に対し特に　　　ている時には独語がみられた。しかし疎通性は保たれ
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ていて，患者は自分に命令したり殺すと聞えたりし　　私がしていると同じ様に口元を歪めます。時々むこう

て，追いかけられる様な気がしたので，ふり返つたら　　が国賊だと言つているのが私の胸に聞えて来ます。こ

茶色の服を着た男の人がみえたとか，行きたくない方　　れは私が考えている事と同じですと」述べ，「私と全

にゆかされる等と訴え，何とかしてくれる様にしばし　　く同じになつてしまい，私はもう一人の私がそこにい

ば訴えてきたりした。　　　　　　　　　　　　　　　ると感じます」と主張した。大体いつも定まつた二，

　Vi　x’一ケ月間この様な追跡妄想1幻視様の体験や命　　三人の人に現われ，もう一人の私でいるのは一，二時

令的脅迫的幻聴作為体験等が認められたa　　　　　　間から幾日にもわたることがあり，又瞬間的に体験す

　入院直後からクロールプPマジソ300㎎，ピレチア　　　る事もあるらしく，顔を近づけて来て，じっと医師を

75㎎によつて治療を開始した。時によつてアモパルビ　　みっめながら「今私の気持が通じたでしよう。男の様

タールO’sgを静注した。次第に上記症状は消退し作　　　だと思つたでしよう。私の顔になつてみえる」と言

業療法に参加して他の患者と話をしたり，身なりを整　　　い，二，三分後「もう私の顔ではない」等と述べる事

えたりする様になつたが、ある目次に記載する様な異　　もあった。

常体験を語る様になつた。　　　　　　　　　　　　　　　やがて「考えが通じてしまう事はあるが私の顔にな

　この体験を述べる時には患者は動作が緩慢になり，　　つてしまう事はなくなりました」と言う様になつた。

「不眠の為夜廊下を歩きまわり，又時には荘然と身動き　　この体験は約二十日間続いた。

もせず立つている。こんな時は話しかけても以前の様　　　数週間たって荘然と立つて人の顔を凝視する様な態

な活澄な返答は得られなかつた。しかし・この異常体　　　度を示し「気持が人に通じた，とたんその人の肩に私

験を否定すると同時に入院後の症状消退時の状態に急　　　が乗つてしまい，そこに乗つているのが見えるんで

激に戻つた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す」と言い，「誰かに気持が伝わると，私の魂の様な

　　異常体験について　　　’　　　　　　　　　　　ものが私から抜け出した様に感じ，そしてその人の肩

　患者は「目の前に家にいた頃の私がみえます。不安　　　にその魂の様なものが乗るのを見ました。私は抜け殻

でとても気分1がわるいです。目を閉じたらみえないけ　　　になった様に感じました」と述べた。そして手で手掌

ど気になつて・つい目をあけてしまう」と述べ，実際　　位の大きさを示して「こんな小さts私が見えます。坐

目を半分閉じ細目をあけていたが，それでも前方を見　　　っている様子だが黒い影みたいで輪郭がはつきりしま

っめ続けている。又「その入は黒いズボソをはいて黒　　　せんと」言い，二，三分後には凝視していた視線をそ

いセーターを着て，三米位離れていつも同じ場所に立　　　らして「もう誰にも気持が通じなくなつた。だから肩

つている。手はとN’きません。ボーツとかすんでみえ　　　の所には何もみえません」と述べた。

る。何の動作もせず立っているだけです」と言い，そ　　　以来この自己を何等かの形で外界に認めるという体

の幻像は患者の現在の動作や，表情などは輿似したり　　　験は否定されている。

しないが，家にいた頃の自分だという事は全体の感じ　　　しカ・．し患者はその後，又以前と似た内容の命令的脅

からわかるし，患者に対し全べての命令を下している　　迫的幻聴等が現われ，良悪の経過を繰返し，二年後の

様に感じられる。全身から感じられるのであつて聞え　　現在も尚入院加療中である。

て来たりするのではない。一時間も二時間もみえてい

たり，瞬間的に現われて消えてしまうこともあると語　　　　　　　　　要　　約

つた。　　　　　　　　　　　　　　本症伽こおいては陳旧性分裂病患者の一時期に突然
　患者は翌日になると袈情が明るくなり，雑誌などを　　　「過去の私がみえる」という幻視体験が生じ，不安を

眺めていて「もう私はみえなくなりました。とても気　　　訴えた。その幻視は一日だけで消失した。二週間後思

分がよいです」と述べた。　　　　　　　　　　　　　　考伝播を訴え，同時に被伝播者の顔が患渚自身の顔と

　二週問程たつて患者は窓に向つたまS振返るのも嫌　　　同一化し表情や，顔の動きも同様に：感じられるという

がり，人の顔をみたくないといX「私の考えが人に伝　　体験を述べた。やがて被伝播者が患者と全く同じであ

わつた時，その人の方を見るとその顔が私の顔になっ　　　り，もう一人の自分がいると二次的妄想に発展した。

ています。私の悲しい気持が通じて，むこうも私同様　　　この体験は約一ケ月間続いた。しかし思考伝播は引続

の悲しい表情をし，下品な事，例えばテレビで観た半　　　き認められ，やがて被像播者の肩の上に患者から抜け

裸の女の事を考えていると，それが人に伝わつてその　　　出た黒い影の様な自分自身の幻像がみえると訴えた。

人の眼が下品な目つぎにかわります。又私がその人に　　　この体験はごく短期間認められただけである。

殺意を抱くと私と同じ憎らしげな目つきで私をみて，　　　　以上の様に患者自身を外界に認める事についての多
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彩な体験が述べられた。　　　　　　　　　　　　　　　験は思考被影響性による入格の分裂が，ある種の場合

　以来，二年を経るが同様の体験は認められない。　　　に妄想として発展して生ずるものとしている。本体験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も先づ自己と被伝播者との同一化が認められて後に

　　　　　考　　察　　　　　　　　　　　　　　　　「もう一一一i人の私がいる」と確信している点は二次的妄

　本症例においては一応発見様式を異にした自己視と　　　想と考え得る。即ち体験皿は思考伝播により自己同一

考えられる体験が三回にわたり出現したと考えられ　　　化が生じ，それを自己像と確信した発展妄想の体験と

る。即ち〈体験1＞，患者の外界視野に過去の自己の　　　考え得る。

幻豫をみた。〈体験1＞，思考伝播と同時に被伝播者　　　　　体験皿について

の顔が患者自身の顔と同一化し，もう一人の自分の存　　　先づ類似の報告例についてN・Lukian。wiczの纐

在を感じた。〈体験1皿〉，被伝播春に繋る空間に自己　揃患者の体験の大略を述べる。「私は私自身を感じな

の小さな幻像を見た。　　　　　　　　　　　　　　　　くなり，肉体が抜け殻の様になつた。とteん私から影

　以上各々について検討する事とする。　　　　　　　　の様なもう一人の私がぬけ出した。彼は私の鏡像の様

　　体験1にっいて　　　　　　　　　　　　　　　　にみえ，うなついて歩き始め，彼の言葉が胸に聞え

　自己視の際，自己像が常に「鏡像」の様にみえるとは　　　　た」この引用例と本体験の異る点は，先ず幻像が

限らないという事はKJaspers，　N・Lukianowicz，　　体験1と同様真性幻覚と仮性幻覚の両方の性質をもつ

S、Arieti等の認めているところである。体験1では　　　ているが，小さく影の様なと述ぺて輪郭や色彩は体

患者の述べる過去の自己の幻像はK・JaSpersの述べ　　　験1に比し一層不定である点，及び既述の（Visua！

る幻覚の定義と照らし合せると，幻覚と仮性幻覚の両　　　Perception）及び対象を感情的にも，理性的にも

方の性質を備えていると思われる。即ち「あそこにみ　　　（ernotionally　and　inteilectually）自分の分身であ

える」という実体性があつて，「目を閉じるとみえな　　ると感ずる事（Psychoemotional　Perception）の

くなる」という外部的客観的空間に現われるが，感覚　　　二っの性質のみを持つている点，思考伝播があって被

的要素が不鮮明で恒常性がない。しかし「よく見よう　　伝播者に繋る空間に自己の幻像を認めている点等であ

とするとみえなくなる」のであつて被動性の感があ　　　る。

る。又「過一：kの自己の幻像」という事について，井村　　1　以上の如く検討し各々の体験は自己視体験と考えて

が引用したミユツセの体験では，自分をみて笑つてい　　　よいと思われる。

るところの現在と全く違つた病み衰えた男の幻像がみ　　　K，Jaspersは，この様な場合の多彩な体験にも互

え，二十年後の自分の姿をみたと述べ井村は自己視　　　いに類似点があるとして「その類似点は我々自身の姿

の特徴は幻像が現在の自分と全く違つていても，自分　　の身体模図が，外の空間の中で現実性を得るところで

の姿だという確信性をもつている事であるとしてい　　　ある」と述べている。

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尚本例の自己視体験が，思考伝播と密接な関係があ

　　体験且について　　　　　　　　　　　　　　　　　ったという点は特異的である。

　この場合K・JaSpersのいう婁想知覚による入物誤

認と解釈する事も出来る。しかしN，Lukianowicz　　　　　　　　結　　語

の観察した類似の体験例で，陳旧性分裂病患者は外界　　　　1）分裂病患者に出現した自己視体験について，そ

視覚野に自分自身の胸や頭，多くは顔だけの幻覚を体　　　　の体験内容を報告した。

験し，その幻像が時々自分の褒情や顔の運動等を真似　　　　2）その体験様式の多様性について検討した。

する事があり，患者の考えている事と同じ事を言って　　　　3）本症例の自己根体験は，思考伝播と密接な関係

いるのが胸の中に聞えてくると述べ，その幻覚を自分　　　ーを持・つて出現した。

自身であると感情的にも感ずると述べている。体験K

では引用例の示す自己像の幻覚としての体験はない　　　　西丸教授の御指導を深く感謝いたします。

がN・　L”k’an°wiczの述べるとこ wの幻視（Visua’　本症例。為に御捌下さつた事螂廓鵬臓中
Pe「ception）以外の自己視の性質を備えている様に　　　村忠男先生に御礼申しあげます。

思われる。即ち，対象が話す事を胸で聞く事ができ

（Pseudoauditory　Perception）又自分と全く同じ動　　　　　　　　文　　献

作を感ずる事が出来る（Kinesthetic　Perception）　　①井村：幻覚，異常心理学講度，　層②ヤスパース：

等である。又M、Mikoreyは分裂病患者の二重身体　　　精神病理学総論、上巻．　　③M．　Mikorey　：Phan一
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